
令和７年度 第４回多摩市子ども・若者・子育て会議 要点録 

 

日時 令和８年１月２８日（水） １５：００～１６：３０ 

場所 多摩市役所 301・302 会議室 

参加者 加藤委員、山岡委員、山口委員、西委員、田中委員、亀山委員、大門委員、

比田井委員、 

欠席：大津委員、森田委員 

 

１. 開会 

 

（子ども青少年部長より挨拶） 

 

２. 委員委嘱 

 

３. 委員自己紹介・事務局職員紹介 

 

（委員より自己紹介） 

（事務局職員自己紹介） 

 

４. 会長・副会長選出 

 

会長に加藤委員、副会長に山岡委員が就任 

 

 

５. 多摩市子ども・若者・子育て会議について 

 

 

６. 協議 

【協議事項】（承認） 

① 令和８年度「多摩市こども誰でも通園制度」（乳児等通園支援給付）の実施について 

（幼児教育・保育担当課長より協議事項の説明） 

 

委員  ：６園で新規に実施するとあるが、これまで実施している園は市側が選定している

のか、または法人側が実施を希望しているのか。 

→事務局：実施にあたっては、市で全市的に検討を行ったうえで事業者に対してニーズ調査



を実施し、協議・調整を経て選定している。 

委員  ：一般型の園については空き枠がなくても、事業を実施するということか。市は余

裕活用型で事業を実施している認識でいた。 

→事務局：一般型の実施は、部屋自体に空きが生じている場合である。継続利用を希望する

方が増えてきているため、部屋に余裕があり、安定的に運営できる見込みがあれ

ば、一般型についても進めていきたいと考えている。また、余裕活用型を実施し

ている園では、保育枠が埋まってしまうことで、それまで利用してきた方が利用

できなくなる事例もある。その場合は、一時保育事業の空き枠を活用して対応し

ている。 

 

委員  ：一時預かり事業を利用していたが、誰でも通園制度の違いはどの様な点か。 

→事務局：利用者にとっては違いがわかりにくいが、一時預かり事業は「保護者へのサポー

ト」という側面が強い一方で、誰でも通園制度は保護者だけでなく「子どもへの

サポート」も目的としている。 

 

会長  ：かかりつけ施設といった側面もあるかと思う。既に実施している園における成果

や課題はあるか。 

→委員 ：３歳になると誰でも通園制度は利用できなくなるが、悩みがある家庭には 3 歳以

降に一時預かり事業を使用していただくなど、継続して支援できる環境があるこ

とは良いと思う。 

家庭だけで抱え込まず、専門性を有する園にちょっとした悩みでも気軽に相談でき

る点も非常に有益である。 

→委員 ：一時預かり事業を実施していない園では、３歳の誕生日を迎えると利用できなく

なってしまう点が課題である。保護者の子育てへの学びにつながっている点は良

いと感じる。 

     令和８年度からは誰でも通園制度が全自治体で実施されることになるが、毎日違

う園に通うことも可能となるため、子どもにとって悪い影響が生じるような利用

の仕方も出てくるのではないかと危惧している。 

 

７.報告 

 

① 物価高対応子育て応援手当の給付について 

（子ども・若者政策課長より報告事項の説明） 

 

～質疑等なし～ 

 



② 令和７年度多摩市子どもみらい会議について 

（子ども・若者政策課長より報告事項の説明） 

 

～質疑等なし～ 

 

③ 令和８年度たまこどもフェス２０２６の開催予定について 

（子ども・若者政策課長より報告事項の説明） 

 

委員  ：１回目から参加しており、普段関りのない団体と知り合うことが出来た。 

→会長 ：具体的には、どのような事例があるか。 

→委員 ：保育の質を向上するために、認可保育所、認証保育所等が合同で研修を行ったり、

合同で園長会を実施したりしている。 

 

 

④ 令和８年度４月認可保育所等の入所申請状況について 

（幼児教育・保育担当課長より報告事項の説明） 

 

委員  ：市外からの転入の数は例年と比較して多いのか少ないのか。また転入数に関して

の目標数は設定しているか。  

→事務局：目標数は設定していない。令和７年度は大規模な集合住宅ができた影響もあり、

市外からの転入数も増加した。令和８年度は例年並みである。子どもの数は全体

として減っているが、０・１歳児は増加傾向である。 

 

委員  ：大学が多くあるため、学生が卒業後も多摩市に定着して生活してくれるようにな

ると嬉しい。 

 

 

⑤ 令和８年度学童クラブ入所申請状況について 

（児童青少年課長より報告事項の説明） 

 

委員  ：愛和小学童クラブは、学区域の小学校は１学年４０名程度しかいないのに、なぜ

申請数が多いのか。 

→事務局：愛和小学童クラブは第３小学校の学区域も対象となっているため、愛宕南学童ク

ラブでなく愛和小学童クラブを選択する家庭がある。 

 

 



⑥ 学校長期休業期間中における学童クラブの昼食提供体制整備について 

（児童青少年課長より報告事項の説明） 

 

委員  ：メニューは決まっているのか。またはいくつかの中から選べるのか。容器の回収

はあるのか。 

→事務局：詳細は決まり次第改めて説明をさせていただく。容器は適切に管理が出来る事業

者であることが前提となる。 

 

委員  ：お弁当の金額はどの程度を想定しているか。 

→事務局：現時点では未定、選定された事業者のメニューによる。 

 

 

⑦ 令和８年多摩市二十歳の祝賀祭について 

（児童青少年課長より報告事項の説明） 

 

委員  ：中学校卒業時は新型コロナウイルスが流行により、卒業式では歌うことが出来な

かった世代だが、成人式で「旅たちの日に」を歌うことができ、とても感動した。 

 

 

８.閉会 

 


